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◇創立80周年記念会館展示フロアへ
ようこそ
中田良平
けましておめてとうございます。
皆様それぞれに21世紀最初の新しい年を、希望に満ち
てお迎えのことと、心からお慶び申し上げます。
創立80周年記念会館内の「歴史資料館」展示
コーナーでは、璽波、光、音波の発生と検出
に関する展示が汀われています。
さて昨年10月、大勢の人びとの協力で待望の創立80周
年記念会館が開館しました。 1918年の無線電信講習所開
設以来の電通大の歴史に新たな 1ページを加えたのです。
記念会館の展示フロア
新装成った記念会館の 2階は青少年向けの展示を行う、
いわば電通大のショー。ウインドゥの役割を果たすフロ
アとして、広く一般に開放されました。
その展示フロアでは、 1949年の開学このかた電通大の
校章として親しまれているリサジュー図形を描かせたり、
本学で開発された楽器演奏ロボットによるコンサートが
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開かれたりしています。
加えて、通信と情報処理の基礎に関するさまざまな展
示があります。その特徴を要約すれば次の通りです。
人間コミュニケーションの視点
申すまでもなく人間のコミュニケーションは、言語と
文字を中心とする言語メディアと、音署•音楽それに画
像曇映像などの非言語メディアによって行われています。
その人間のコミュニケーションを支援する情報通信技
術の観点から、非言語メディアの基本である画像の受容
と理解の根本を問う展示があります。
情報通信の媒体
そのコミュニケーション。メディアを伝送する情報通
信の媒体である波動、すなわち電磁波、光、それに音波
（特に超音波）の性質とその応用について、多面的な角
度からの展示がなされています。
歴史資料館からの出展
これら数ある展示プースの一つに歴史資料館の展示コ
ーナーがあります。
情報通信の媒体としてポピューラーな電波、光、超音
波の発生と受信のメカニズムと、それら波動の特性を理
解できるよう配慮しました。
特に電波については、 1888年のヘルツ以来の火花放電
による発生と1890年のプランリ以来のコヒーラ検波器に
よる検出、言い換えるならば真空管の開発以前、 1895年
のマルコーニによる無線電信のミニァチュアが、若い来
館者の注目を集めています。
未だご覧になっていなければ、早い機会のご来館をお
勧めいたします。
記念会館と歴史資料館への期待
ちなみに記念会館の 1階と 3階は、地域ならびに産業
界などと電通大との連携をはかるスペースとして活用さ
れています。＼
新設の記念会館は未来を指向し、既設の歴史資料館は
過去を回顧しながら、それぞれが電通大を特徴づける学
術的かつ文化的なメルクマールとして、若い世代の科学
技術への動機づけ、加えて、訪れる人と人とのコミュニ
ケーションを積極的に促す媒体としても、新たな世紀に
向けて、より充実され発展することが、期待されます。
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◇蒐集品の寄贈によせて 部残ったものはアメリカに持ち去られました。
中村治彦 蒐集の動機
著者と寄贈品の紹介（田中正智）
このたび、中村治彦氏から氏自身のきわめて貴重な蒐
集品を歴史資料館にご寄贈いただきました。
氏は昭和31年に本学の大学別科を卒業の後、大阪商船
（現商船三井（株））通信長、同社システム部などを歴
任の後、現在は三菱電機（株）に勤務されています。
寄贈品①「一式空三号隊内無線電話機改二」 （旧日
本海軍の複座式の艦上攻撃機（雷撃機）あるいは艦
上爆撃機などの編隊内の通信連絡用）と中村氏
氏のご好意で寄贈された珠玉の蒐集品の主なものは、
第二次大戦中の日本とアメリカの軍用機と艦船の無線設
備を中心に次の通りです。
①ー式空三号隊内無線電話機改二と同付属品
②ー式空三号無線帰投方位測定機
③A/N APR-1 RADAR SEARCH RECEIVERならびにプラグイ
ン。ユニット周波数帯域別に 3台
④1:0DEL RBL-2 RADIO RECEIVING EQUIPMENTと同付属品
⑤lODEL RBC-5 RADIO RECEIVING EQUIPMENTと同付属品
⑥FREQUENCY SHIFT CONVERTER CV-278/GR 
⑦真空管： Fl2A05A、UX-201Aなど13本
⑧旧海軍通信学校モールス符号練習機銘板および旧陸軍
防空用試作レーダー銘板
氏の言葉を借りれば、いずれも“塞の中まで持って行
きたい”ほど愛着を感じておいでの蒐集品で、保存状態
が極めて良好、特に①～⑥は、そのまま作動するか、少
しの補修で作動しそうな機器ばかりです。
なお、中村氏から寄贈品に添えて次のようなメッセー
ジを頂きました。旧台北帝国大学の歴史学の教授であら
れた父君の血筋が氏の史観に脈々と受け継がれています。
はじめに
私が古いもの、特に第二次大戦中の史料について関心
を持つようになったのは昭和20年の終戦直後からのこと
です。
日本の敗戦による平和の到来とともに、それまであっ
たいろいろなものが日本軍命令、アメリカ進駐軍命令な
どによって強制処分されました。学校の教科書の軍国主
義的内容が生徒自身の手で真っ黒に塗り潰されたことも、
私と同世代の方々は経験されています。
もちろんレーダーなど兵器に属するものは、現物はも
とより貴重な研究資料などもほとんど廃棄処分され、一
戦災による物理的な消失に加え、このような社会的状
況の中で日本民族が英知を傾けて築き上げてきた血と汗
と涙の結晶が惜しげもなく捨て去られたのです。
そして、日本の歴史そのものも天皇家中心の皇国史蜆
から、いわゆる東京裁判史蜆にもとづく、それまでの日
本人の考え方や行動はすべて間違っていたとする「自
的史観」へと書き替えられ、人々の価値観も大きく変わ
ってしまいました。
当時、私は旧制中学校の低学年の生徒でしたがこのよ
うな社会現象の中で、過去から未来につながる日本の歴
史。文化に不連続な断層が出来る事を子供心にも憂慮し、
将来、冷静客観的にこの時代の真の姿を検証出来る史料
を身近なものから蒐集して残しておこうと思い立ったの
です。
もちろん一貧乏学生にすぎなかった私個人で出来るこ
とは限られていましたが、歴史学者であった父の影響も
受けて、当時の新聞、図書。雑誌、教科書、 SPレコー
ドなど身のまわりにある物を捨てずに残したり古物市場
で買い求めたりする事から始めました。
今回、母校の歴史資料館に収納頂いた無線機類も、以
上のようなバック。グラウンドのもとで保有していたも
のです。
戦後の一時期、旧軍用品で民生用に使用できるものが
に放出されました。
私が入手したのは、いずれも第二次大戦中の日米の主
要無線機類で、特に航空関係の機器は、日米両国が開発
に心血を注いだものです。
について
たとえばFH2A05Aという真空管は旧日本海軍技術研究
所が、激しい航空消耗戦の中で、膨大な航空機用受信真
空管の需要に対応するため考え出した製品です。
で高周波用にも低周波用にも使用でき、しかも当時よう
やく実用化が進みつつあった超短波(VHF)にも使用可能
な高性能管です。
この時代、アメリカの軍用受信管は金属で外形を作っ
た“メタル。チューブ＂が主力でしたが、日本は資源保
有の状況から貴重な金属を次々消耗品として使い捨てに
する事はとうてい出来ず、 FV2A05Aではガラス管の外側
にアルミ。メッシュ板で作ったシールド筒をかぶせてベ
ースにネジ止めし、廃棄の際は筒を外して再利用する方
法が採用されました。
現在のように飲料のアルミ缶をポイ捨てする事など夢
にも考えられない時代だったのです。
特に軍用機の無線機について
私が寄贈した無線機類には、日。米航空機用と米国製
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艦艇用があり、後者の④「長中波受信機」と⑤「短波受 になったといわれています。
信機」は、自宅で船舶通信の受信用に使っていました。 今回の寄贈品中にレーダー関係のものが2つあります。
寄贈品④「"ODELRBL-2長中波受信機」 （左）およ
び⑤「RBC-5短波受信機」 （右）。いずれも第二次
大戦中の米海軍艦艇に搭載された。
他方①「一式空三号隊内無線電話機改二」は、戦争当
時の一般的な少年達と同様、航空機に強い憧れを感じて
いた私がその思い入れから、戦後になって、蒐集したも
のです。
これらの無線機を積んだ飛行機は、戦争末期には神風
として“突入”の無電を打ちながら敵艦に体当た
りしたのです。
また②「一式空三号無線帰投方位測定機」は、海軍の
通称を“クルシ一方探” （注）と称し、洋上を飛行する
航空機が基地あるいは母艦に帰投する必需品でした。
旧海軍は戦前、小型機用としてアメリカのク
ルシー社から方探を購入、装備としていた。
開戦直前の日米関係の悪化にともない、対日
禁輸措置がとられたため、同社製品をコピーし
て国産化した。
それが「一式空三号無線帰投方位測定機」で、
「ク式方探」とも呼ばれた。
この「帰投方位測定機」を搭載せず、 る方位が
判らないまま燃料が切れて、ついに帰投できなかった飛
もあったと聞いています。
私は当初、これらの航空無線機器を「靖国神社遊就
館」か鹿児島県鹿屋の「特攻資料館」など慰霊施設に奉
しようかとも考えていたのです。
田中注：・ 電通大「歴史資料館」は、たとえば戦時標準
船の送信機の展示に見るように、戦争の犠牲と
なった卒業生をはじめ多くの人びとの追悼も、
その目的に加えている。
中村氏の蒐集品を展示することで、氏の戦没
者への慰霊の念にも沿うものと考えられる。
特にレーダー関連機器について
“攻撃は最大の防御なり”と、攻撃至上主義をとる日
本軍は、当初、レーダーを防御的兵器とみなして軽視し
開発に消極的でした。特に海軍では、電波を発射すれば
敵に感知されるとして当初、開発をためらったいきさつ
があります。このことが日本の敗戦の大きな原因の一つ
一つは日本軍の試作レーダーの銘板です。日本のレーダ
ーは終戦時アメリカ軍が進駐してくる前に、機密保持の
ため日本軍の手ですべて破壊され、現物は全く残されま
せんでした。おそらく銘板なども他には残っていないと
思います。日本のレーダー開発を示す証拠品としても歴
史的な貴重品です。
もう一つは、アメリカ海軍大型機に搭載されたレーダ
一逆探知受信機です。レーダーの実用化にともない、そ
の電波を受信して敵の存在を探知する「逆探」が考案さ
れました。
逆探知受信機は、日本側でも主に潜水艦で使用されま
したが、航空機用は試作の段階で終わりました。
私が所有していたものは一番最初の型ですが、大量生
産の実用品として完成された物で、これを現在までVH
FからUHF帯のモニター受信機として使っていました。
当時のレーダーの波長は、ちょうど現在の移動体通信
用の周波数であるlOOIHzから 3GHz帯に相当するのです
が、実に50年以上の長期にわたり、故障もなく実用に耐
えていたものです。日米両国の科学技術水準の差が如実
に表われています。
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歴史資料館を訪れる若い皆さんには、もとより戦争の
直接体験はありません。しかし。 0 0 
20世紀は戦争の世紀
思えば20世紀は、まさに戦争の世紀でした。日露戦争、
第一次世界大戦、満州事変を発端とする日中戦争、第二
次世界大戦（太平洋戦争）。学業半ばで戦地に赴いた学
生も少なくありませんでした。
そして朝鮮戦争、ベトナム戦争、湾岸戦争。。。。そ
の犠牲者は、数えることも容易ではないでしょう。
技術は必要から、製品は歴史的価値観を加えて
“必要は発明の母”という諺があります。それぞれの
時代の社会的背景にしたがって、技術に対するニーズも
変わってきます。そして、ニーズに応えるプロダクツは、
それを生み出す人々が生きて来た歴史文化的土壌にもと
づく価値観に大きく左右されます。伝統的な価値観を無
視した製品はあり得ません。
戦時中、電波技術は戦争の遂行上、極めて重要な役割
を負わされました。技術者達は、望むと望まざるとを問
わず、電波兵器の研究と生産に携わることを強いられま
した。そのようにして造られた兵器は、まさに、その当
時の日本人の価値銀を反映していました。
そして戦後、技術者達は、その戦争のための技術を民
生用に発展させました。必要に応じて欧米の進んだ技術
を、単なる模倣ではなく伝統的な価値観を加味しながら、
積極的に導入して来ました。
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このようにして、戦後の日本人の価値観を反映して、
エレクトロニクス大国日本の技術が築き上げられ、製品
が生産され、そして輸出されたのです。
国際的な技術開発競争、それは武力を伴わない戦争
私が危惧した「自虐的史観」は杞憂にすぎず、終戦直
後の一過性のものでした。私達の先人が国家の命運をか
けて技術開発に心血を注いだ努力は、平和な現在にもそ
のまま引き継がれています。
そして激しい国際的競争の下で、先端技術の開発が際
限なく続けられています。武力を伴わない戦争です。
不幸な戦争を体験した私は、電通大を卒業した、ある
いは卒業しようとする、若い世代の皆さんが、戦争の無
い平和な国際社会で人類が必要とする新たな技術とそれ
に基づく製品を、この「資料館」が伝える歴史と皆さん
固有の価値蜆に則して独創的に生み出して、その武力を
伴わない戦争に勝ち抜く事を、新しい世紀の年の初めに
期待するものです。
◇卜 ‘` ン ラ゜ ジ 生
宮入源太郎
20世紀の初めに真空管が発明され、モールス符号にし
たがって電波を断続して文字を伝送する無線電信に加え
て、音声にしたがって電波の強さを連続的に変化させて
その音声を遠方に伝える無線電話が開発されました。
ラジオ放送開始
いうまでもなく無線電話とラジオの放送は、技術的に
はまったく同じです。さまざまな人びとがこの無線電話
の実験に取組みました。そしてその中から、不特定の人
びとを受信者とするラジオ放送が自然発生的に始まった
のです。
1920年頃からは、ヨーロッパでそしてアメリカでラジ
オ放送局が開局され、本格的な放送が始まりました。
1924年には東京、大阪、名古屋などを皮切りに、ラジ
オ放送局が開局し、翌年これらが（社）日本放送協会
（現NHK)として統合されたのです。
鉱石式／真空管式ラジオ
このような経緯を背景としてラジオ放送が始まったの
で、今日、アンティーク。ラジオと呼ばれている初期の
ラジオ受信機は、鉱石式から真空管式まで、極めて混沌
とした技術進歩のなかで登場し、家庭用ラジオ市場が成
長するにつれて、発展してきました。
そしてわが国では、ラジオ放送開始の当初から受信機
の型式検定制度が始まりましたが、かならずしも徹底し
ませんでした。
その音声を遠方に伝える無線電話が開発されました。
1924年には東京、大阪、名古屋などを皮切りに、ラジ
オ放送局が開局し、翌年これらが（社）日本放送協会
（現NHK)として統合されたのです。
鉱石式／真空管式ラジオの登場
このような経緯を背景としてラジオ放送が始まったの
で、今日、アンティーク。ラジオと呼ばれている初期の
ラジオ受信機は、鉱石式から真空管式まで、極めて混沌
とした技術進歩のなかで登場し、家庭用ラジオ市場が成
長するにつれて、発展してきました。
そしてわが国では、ラジオ放送開始の当初から受信機
の型式検定制度が始まりましたが、かならずしも徹底し
ませんでした。
また1938年に日本放送協会が「放送局型受信機規定」
を制定し受信機の仕様を定めましたが、これは“優良受
信機の普及を目的”としたもので、後にかなりの台数が
生産されはしたものの“放送局型受信機の普及は販売又
は故障その他の相談に携はる業者諸君の努力に侯つべき
ことは言ふまでもありません”とした状況でした。
（『放送局型受信機の栞』日本放送協会、昭和15年）
要するにアンティーク。ラジオの“市販第1号”とい
う機種は、蒐集家の間でも特定できていません。
世界初のトランジスタ。ラジオ
太平洋戦争直後、日本が未だ連合軍の占領下にあった
1948年、アメリカでプラッテン、バーディーンそれにシ
ョックレーらが、真空管に代わる回路素子としてのトラ
ンジスタを開発しました。
そのトランジスタを用いたラジオ受信機は、すでに家
庭用ラジオの市場が成立している環境の中で、特に携帯
用について真空管式に置き換る形で登場したので、比較
的容易に特定することができます。
またこのことが、トランジスタ。ラジオの蒐集に際し
ては、目標の一つとなっているのです。
世界で初めてトランジスタ。ラジオを発売したのは、
米国インディアナポリスにある電子機器メーカー Indu-
strial Development Engineering Associations: I. D. E. A. 
社のRegency事業部で、その製品はRegencyTR-1である
というのが定説です。
この会社がなぜトランジスタ。ラジオを発売したのか
というと、現在では半導体メーカーとして世界的
なテキサス。インスッルメント (TI)社に依頼されたの
が発端といわれています。当時T［社は地球物理関係や
軍用の装置を製造する小さな会社でした。トランジスタ
の発表を知りその将来性に着目したTI社は同社の成長
戦略としてトランジスタの製造販売事業を開始しました。
当時のトランジスタはその将来性を期待されてはいた
ものの軍用の一部とか補聴器程度にしか使われていませ
んでした。なんとかトランジスタの用途を拡大し
を増やしたいTI社が考えたのが既に家庭用電気製品と
して市場が確立していたラジオのトランジスタ化だった
のです。
1954年に発売された世界初の RegencyTR-1 
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T I社は開発試作したトランジスタ。ラジオを量産し
販売する企業を探して米国内の主要なラジオメーカーに
依頼して歩いたにもかかわらず、どの会社も興味を示さ
ず結局I.D. E. A.社がこの提案を受けることになりました。
アンティーク。ラジオのメーカーとして我われにも馴
染のある何社かは、この時世界初のトランジスタ・ラジ
オ。メーカーとしての名誉を得るチャンスを逸したので
す。トランジスタ。ラジオを量産し販売する協力会社を
得たTI社は、その発売時期を1954年のクリスマス・セ
ールに合わせることにしたのです。
このようないきさつで世界初のトランジスタ。ラジオ
Regency TR-1は、同年10月18日に価格＄49.95で発売さ
れました。その頃1ドルは360円でした。
T I社製トランジスタ 4個が使用され電源は 22.5ボ
ルトの乾電池でした。今から考えると電源電圧が高いよ
うですが、当時の真空管式ポータプル。ラジオに広く使
われていた電池が選ばれたのです。
TR-1は当時の業界でも消費者にも大評判となり、米国
無線通信学会：I.R. E.（現IEEE)の学会誌 Proceedingsof 
The I. R. E. の1954年12月号の表紙を飾りました。
日本初のトランジスタ。ラジオ
わが国初のトランジスタ。ラジオ TR-55が東京通信工
（現ソニー（株））から発売されたのは、吟上記の TR-1
が発売された翌年、 1955年 8月でした。
1955年に発売された TR-55の広告（「無線と
誠文堂新光社、 1955年 9月号）
自社製のトランジスタ 5個 (5石と称した）を使用し
重量560グラム、電源は単 3乾電池 4個（電圧 6ボルト）
で価格は18.900円でした。当時の大学卒の初任給をはる
かに上回っていました。
その TR-55の発表は同年 7月28日、東京駅前の国際観
光ホテルで、関係者約千人を招いて盛大に行なわれまし
た。まだトランジスタの製造自体が軌道に乗り切ってい
なかった当時、しかも日本でのラジオ普及率は70パーセ
ントを越えており、ラジオ受信機の製造は成熟市場とい
われていました。その市場への新規参入は、ソニー（株）
- 5 
にとって大きな“賭け”であったのです。
さらにソニー（株）は、日本製品が戦前の“安かろう
悪かろう”との評判が払拭され切っていない国際市場へ、
苦心惨漁の末に、そのトランジスタ。ラジオ輸出の端緒
を掴んだのでした。
世界に誇る超小形ラジオ
東京通信工業のTR-55に遅れること 9年の1964年、ス
タンダード工業（株）が世界最小形ラジオ SR-G430を発
表しました。
世界最小形ラジオ「マイクロニック。ルビー」 1964
マイクロニック。ルビーと愛称されたこのラジオは、
回路部品の小形化への極限にチャレンジした結果生まれ
たのです。輸出向けに量産されると、たちまち国際的な
ヒット商品となり．、日本の電子工業技術の水準の高さを
世界にアピールしました。
上に述べたTI社は、すでに1960年には集積回路：IC
を発表していましたが未だ一般的ではなく、スタンダー
ド工業は、 TI社の ICを使わずにスピーカー内
40 X 45 X 25ミリメートルの超小形化を達成したのです。
このルビーの開発プロジェクト。チームの一人が熊谷
（昭和35年通信経営学科卒）でした。
むすび
私は偶然の機会から、上記の世界初のトランジスタ。
ラジオ RegencyTR-1と、世界超小形ラジオ：スタンダ
ード工業の SR-G430を手に入れることができました。
蒐集品を日夜、飽かずに眺めていましたが、このほど
歴史資料館に寄贈させて頂きました。より大勢の人びと
の目に触れ、電子技術発展の歴史研究の参考に資するこ
とがそれらの機器にとって本望と考えたからです。
それにしても。 0.、発売されてからわずか38年、ア
ンティーク。ラジオの仲間入りも果たせず、この世から
消えていった東京通信工業のTR-55に哀惜の念を禁じ得
ません。ソニー（株）の展示室かNHK放送博物館で密か
に対面するのみです。
どこかの押入れの中にでも眠っているならば、早く私
に目の前に現れてほしいと願っています。
なお、本稿作成に当り、下記の文献の内、 [2] 『電
波科学』と [3] [4] 『無線と実験Jバックナンバー
の参照に際してアンティック。ワイヤレス。クラプ：A.f. 
C．会員の皆様、そしてそのご家族の皆様のお世話になり
ました。ここに厚く御礼申し上げます。
文献
本稿作成に当り下記の文献を参照しました。
[ l J Michael B. Schiffer:The Portable Radio in 
American Life. 
[ 2] 『電波科学」日本放送出版協会、 1955年 9月．
[3] 『無線と実験」誠文新光社、 1955年 4月．
[4] 「無線と実験J誠文新光社、 1955年 9月．
[ 5 ] ANTIQU RADIO CLASSIFIED,同名社， Jan. 1990. 
[ 6] ANTIQU RADIO CLASSIFIED,同名社． Dec. 1991. 
[ 7] Antique Wireless Association:THE OLD TIIER~S 
BULLETIN, Nov. 1992. 
[ 8 ] TRANSISTER NETWORK,同名社， lar. 1993. 
[ 9 ] TRANSISTER NETWORK, 同名社， Apr. 1993. 
[10] TRANSISTER NETWORK, 同名社， May, 1993. 
[11] ソニー（株） ：DIGIC, Vol. l 7 /1990. 10. 
[12] 通産省：「日本のトランジスタ工業」工業出版会、
昭和34年．
[13] lichael F. Wolff:"The secret six-month Pro-
ject, IEEE SPECTRU麗Dec.1985 
リモートセンシング事始め（六）
石島
“リモートセンシング事始め(-)"に記したように、
1971年まで、気象庁を除く日本の研究機関は、衛星リモ
ートセンシングに何の関心も払っていなかった。
それが、 “事始め（五） ＂示したように「ひまわり」
に続いて、わが国の海洋探査衛星： MOSが打ち上げられ、
アメリカの探査術星LANDSATに加えてフランスのSPOTの
受信設備が建設されるころになると、早くもこの分野の
専門家であるかのごとく振る舞う学者？が現れ始めた。
有名国立大学の学長を経験された某氏は、グラウンド
トルース(“事始め（三） ＂参照）というリモセンに必
須のキーワードを理解することもないまま、銀測用航空
機を一機も持たないわが国のリモートセンシングの研究
レベルが、如何に高いかを臆面もなくうたい上げた。
そのような発言に何の意味があるのか、アメリカでリ
モートセンシングの発祥から見聞してきた筆者には、そ
れら日本の研究者の軽薄で貧相な精神のみが目に映った。
しかし、他人を誹謗してみてもはじまらない。
日本は名実ともにリモートセンシング大国でありたい。
そのためには、まず“陳より始めよ”である。
大のリモートセンシング
筆者の赴任前、宮坂武芳教授らが学生と共にアメリカ
の気象衛星ESSAなどを対象とする受信実験を行っていた。
船上で受信する実験も試みられた。当時筆者は七洋電
r 機（株）に在って、学外から実験に協力していた。
一連の実験の中でも、南氷洋捕鯨の母船に搭載された
受信システムは、気象データの少ない極地で、捕鯨操業
のための貴重な情報を収集した。
「シリコンフォトセル S847-18k」をセンサーに
学生たちを動員して作った手製の赤外線放射計
← 利根川本流
← 
l---～ー、三丁へて’仝今 ゞー＾逢員二□三量ニ念／～x ← 佐原市街地
そんな経緯から筆者は赴任の翌年、短期大学部の通信 上記の赤外線放射計を使用し、千葉県佐原市上
専攻科の学生たちに「宇宙。海洋通信システム」の講義 空約1.600メートルで蜆測した赤外線画像の例
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の中でかなり詳細にわたるリモートセンシングの解説を
してみた。初めて聞く未知の技術分野の講義に、学生た
ちの目はキラキラと輝いた。
赤外線放射計の製作
その一方で1976年頃から、学生の卒業研究として“航
空機搭載用赤外線放射計の試作”のテーマを掲げ、優秀
な学生の参加を得て放射計の製作を試み始めた。
その機構の中心部分を占め、地球表面を走査する鏡は、
アメリカの気象衛星NiliBUSと同サイズの直径15センチと
し、その回転数は水晶発振器を用いて10万分の 1以下の
精度に安定させた。
放射計の心臓部である赤外線センサーは「水銀カドミ
ウム。テルライド (HgCdTe)をアメリカから輸入し、液
体窒素により絶対温度17k（ケルビン）に冷却するという
本格的なものであった。
わが国で初めての機上観測実験
しかし、直輸入したセンサーが突如故障したので、急
逮浜松テレビから借用した「シリコンフォトセル： S847
-18K」をセンサーとして使用した。このセンサーは、 0.4 
~ 1.19μnの波長域でピーク波長 0.85土0.05pmのとこ
ろで最高感度となる、可視光～近赤外用のものであった。
完成した赤外線放射計を航空機に搭載して蜆測実験を
行うことにした。航空機の動揺を避けるため、装置全体
をジンバルに取り付けた。
1977年 2月14日、上記手製の赤外線放射計を搭載した
本田航空（株）の観測用セスナ機 (206JA3729)には宮
坂教授、卒業研究の学生（山村、三木、千葉3君）が乗
り組み、桶川（埼玉県）の本田空港を離陸した。学生た
ちは初めての体験に輿奮気味で機上実験に取り組んだ。
航空機に搭載できる小形の計算機がまだ無かったので、
画像の位置補正がままならず、航空機の急激な動揺には
耐えるきれない場面もあったが、地面から放射される赤
外線を機上から践測する、わが国では初めての実験に成
功した。
手づくりの「“ひまわり＂受信局」
1980年、宮坂教授のご尽力を得て、 D棟に「静止気象
衛星(GllS) “ひまわり＂受信局」が建設された。
「受信局」直径 3メートルのパラボラアンテナ、 VISSR
（「ひまわり」の可視／赤外回転走査放射計）信号の受
信システム、ハードコピー用レーザービームレコーダ
（全紙サイズのフィルムレコーダで、気象庁で現用のも
のと同じで日本には当時3台しかなかった）、などを装
備した。同じ規模の受信局は気象庁が奄美大島に建設し
た1台があるだけであった。
「ひまわり」からの電波は、 VISSR信号で周波数変調
した240kHzの副搬送波で、 1.6GHz帯の主搬送波を再度周
波数変調する変調方式が採用されていた。したがって本
学の受信システムの主要部分として、二重のディスクリ
ミネータ（周波数弁別器）を含む復調回路を必要とした。
学生たちと共に
これらのかなり高度な技術を必要とする受信システム
は、当時の電気通信学部電波通信学科の学生と院生の卒
論／修論の研究テーマとして製作された。
完成した受信設備は、短大と学部共用の実験装置とし
て、授業に活用し学生たちに衛星通侶とリモートセンシ
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ングを体験させた。ここでも学生たちは、宇宙から観測
した地球のデータを目の前にして、再び目を輝かせた。
機上観測に参加した学生三木 聖は、卒業論文の結論
に次のように著した。
鬱 0 ・使用したセンサが、可視と近赤外のもので
あること、その他いろいろな補正ができなかったこ
となどから、得られた画像のデータとしての価値は
あまりないと言える。
しかし、このセンサで画像が得られなければ、遠
赤外のセンサで画像を描くのは不可能なことである
o o o” 。 （同君の「卒業論文」から）
まさにフロンティアの叫びであった。
アナログ方式からデジタル方式へ
1989年以降「ひまわり」に搭載される蜆測システムが
SVISSR（拡張可視／赤外スピンスキャン放射計）に変更
され、変調方式もデジタル信号による位相変調のみとな
った。
したがって筆者は本学の「“ひまわり”受信局」の受
信システムを660kbpsの画像データを受信可能にすべく、
PSK復調器に改造した。さらに、受信帯域幅の拡大に対
応できる 4メートルのパラボラアンテナを設備した。
アナログ方式のレーザービームレコーダの回転に同期
してデジタルデータを読み出すインターフェイスも完成
された。
今では、コンピュータで簡単にできる画像処理である
が、当時はまだこのような専用のハードシステムが必要
だったのである。
D棟屋上に設置された「ひまわり」受信用のパラ
ポラ。アンテナ（中央）、右は海事通信衛星：
IN鯖ARSAT用アンテナ（スケッチ “D棟のアンテナ”
遠藤博名誉教授）
むすび
「ひまわり」初代から第 5号まで25年、その機能は新
観測衛星「MTサット」に受け継がれる。
MOS打ち上げから13年が経過した。これまで述べてき
たように、リモートセンシングシステムの構成と運用に
は、情報通信はもとより、エレクトロニクス、情報、機
械、システム、それに物質。物性などの、技術の総合が
求められる。観測データの画像処理とその読み取りのた
めには、情報工学ばかりでなく、人間の視覚特性と画像
認知に関する知見が必要である。
したがってリモートセンシングには、電通大のすべて
の学科と専攻の教育。研究内容が関連する。
逆に電通大ほど、リモートセンシングの教育と研究を
実践するのに適した大学はない。けして身贔展ではなく、
ミシガン大学(“事始め（五） ＂）より本学の潜在能力
の方が、より可能性に富んでいよう。
ュメ・ゆめ。初夢
やがて完成する国際宇宙ステーションに赤外／マイク
ロ波放射計を搭載し、電通大の研究者が乗り組む。大学
のキャンパスに直径10メートルのパラボラアンテナを擁
するリモートセンシング。センターを建設する。
蜆測データの受信と宇宙ステーションとの交信を通し
て、リモセン立国日本を支える教育”研究の推進に活用
されるばかりでなく、開発途上国との国際技術協力に大
きく貢献する。
創立80周年記念会館の展示フロアーで、地球のクイッ
クルック、および／あるいは、処理画像とその過程を若
い来館者に披露する。若い世代の来館者に情報通信とリ
モセン技術、地球環境保全／資源探査、それに宇宙開発
の技術を学ぽうとする彼／彼女らに、きわめて有効な動
機づけとなる。..0 
30年前、まった＜偶然の機会(“事始め(-)")か
ら、日本人として初めて衛星リモートセンシングに関わ
った筆者の、これが21世紀初頭の見果てぬ初夢である。
第50回調布祭に参加し
足立 登
11月24日から26日まで例年の通り催された調布祭に向
けて次のように「歴史資料館」を開館した。
常設展示
従来の展示資料に加えて、新たに寄贈を受けた
①「一式空三号隊内無線電話機改二」はじめ、太平洋戦
争中の日米双方の軍用無線機（本号記事：中村治彦
“蒐集品の寄贈によせて＂参照）の展示、
②初期のトランジスタ・ラジオ（同：宮入源太郎＂トラ
ンジスタ曇ラジオ誕生”参照）と真空管を展示、
するとともに、
③レーダー（衝突予防装置）、船舶用GP S、ロラン C
に加えてNAVTEXによる航行警報の受信実演
を行った。
◇新年の展示／提示予定（既報）
新年は次の通り短い期間ですが、それぞれ常設展示と
ビデオ提示を行います。
常設展示 ：館内を自由にご覧ください。
ビデオ提示：示されたタイトルのビデオを提示します。
なお内容により時間延長の場合があります。
1 
特別企画
常設展示と並行して、次のように企画提示を行った。
24日（金）ビデオ上映 “E. T. THE EXTRA-TERREST-
RIAL" （ユニバーサル映画： 1982)
2 5日（土）ビデオ上映 “14 9 2 コロンプス”
(PERCY MAIN/LEGEND/CYRK Production:1992) 
2 6日（日）なつかしいラジオ放送を楽しむ会
(NHKの録音を中心に）
“計算機の変遷”展示
上記の期間中、西地区の教育用計算機室内の計算機資
料室の歴史資料を公開した。
コミュニケーションの媒体としての効果
来館者は約100名で、その数あまり多くはなかったが、
前身校時代から最近にいたる OB、それに家族連れも含
む近隣の人びと、加えて遠方から来館した専門家などが、
熱心に見学し、特別企画を楽しんだ。練習装置でモール
ス信号の発信を試みる子ども達の姿も目だった。
そして館内では、来館者と係員はもとより、世代を異
にする未知の来館者相互が交歓する場面が数多く見受け
られ、コミュニケーションを促す媒体（本号記事：中田
良平“創立80周年記念会館展示フロアヘようこそ”参照）
としての「資料館」の効果を実感した。
“このNAVTEX" は、モールス符号を使わない船舶
の遭難通信システム、つまり暉DSSの一環として、
航行の安全に関する文字情報を船舶が受信する装
置なのです。。・＂ （説明は石島学術調査員）
これら常設展示とビデオ提示は、いずれも係員が質問
を受け、あるいは討論の参加します。
また、ビデオ提示の時間帯にも、常設展示を併せて行
います。展示品を自由にご覧になれます。
1月 4日（木） 12:00,._. 13:00 ビデオ提示 浪曲“紀文の船出”梅中軒鶯童 12:30,._. 
1 0日（水） ビデオ提示 8“神々の指紋皿一古代の航海士一”
1 2日（金） ビデオ提示 8“神々の指紋皿同”
01月15日から 3月31日までの期間はご希望に応じて可能な限り臨時開館します。直接または電話 (0424-43-5296/
5288)などで、資料館／担当者までご連絡ください。
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